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保言正 喜

この製品は、厳密な品質管理及び検査を経てお届けしたものです。

正常な使用状態において、万一故障した場合には、お買い上げ販

売店に必ず本保言正害を提示の上、修理を依頼してください。別掲
の保証規定により無料で修理 いた します。

※印欄に記入がない場合は、無効となりますので、お買い上げ時

に必ず記入の有無を こ確認 ください。

本保証書は再発行しませんので大切に保管してください。
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取扱説明書
〈 保証書付〉

R T －2 0 0 1 をお買い上げいただき誠にありがとうご

ざいます。

この取扱説明書は本機を正 しくお使いいただくため

のガイ ドブックです。ご使用になる前に本書をよくお

読みになり、内容を十分理解された上でご使用くださ

るようお願し1します。

また、本書はいつもお手元においてその都度ご参照

ください。
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※　 お買い上げ年月日
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・・－ 1．安全についてのお願いとご注意・・－

安全についてのお願い

本機を安全にこ使用いただ くには、正しい操作 と安全に関する注意事項をお守

りいただくことが必要です。本書では、最初に、もしお守 りいただかないと重大

な人身事故につながるおそれのある事項を ■警告”として掲げています。次いで、

もしお守 りいただかないと、使用者がけがを したり、製品の損傷や故障につなが

るおそれのある事項を ‘溝意”として掲げています。また、“法的規制”、“機能

上の制約”についても説明 しています。

本書では “警告”と ‘注意”に閲し、マークを付けて注意を促しています。それ

らの使用区分は次のとお りです。なお、各マークの外枠の中の小マークは具体的

な内容を示 します。

△＝警告、注意（特定しない“警告”と“注意”を示します。）

㊦

○

禁止（■■警告”と “注意”の内、してはいけないことを示します。）

弓垂制（“警告”と “注意”の内、しなければならないことを示します0）

本機をご使用になる前にこれらの内容をよくお読みにな り、十分理角牢の上操作

してください。‘警告”や “注蒼’は本機を本書に規定する目的で使用する場合

のみを想定 しています。本書に苦かれていない方法での使用は絶対 に避けてくだ

さい。規定外の方法でこ使用になった ことによって発生 した事故などについて、

弊社は一切の責任を負いません。

なお、本吉を紛失、汚損された場合 は切手4 0 0 円分 を同封の上、弊社宛にこ

請求 ください。

－1 －

安全についてのご注意

△警 告
（ 人身の安全のためにお守りいただくこと）

使用場所、使用環境

①

①

⑳
蜃

⑳

l 自動車、自転車など乗り物を運転中に操作しないでください。

乗り物の運転中に本機を操作することは、交通事故の原因にな ります

ので、絶対 に避けてください。

■人混みの中では使用しないでください。

アンテナが目などにあた り、けがの原因にな ります。

■本機に水がかかる可能性のある場所で使用しないでください。

風呂場では使用 しないで ください。また、雨天時、海岸、水辺での使

用時には水がかからないように十分注意 してください。水がかかった

場合はす ぐに拭き取って ください。また、万一内部に水が入 つた場合

は直ちに本機の電源を切 り、A C アダプターを使用中の場合にはコン

セン トから抜いてください。

そのまま使用 しますと、火災や感電の原因にな ります。

■吾が鳴り始めたら本機の使用を中断してください。

畜口鳥時に本機 に触れます と感電の原因にな ります。

分解、改造の禁止

⑤
■キャビネットは絶対にあけないでください。

本機は精密部品を多数搭載 しています。分解や改造をカロえますと故障

が起き、また感電の原因になります。

－2 －



電源、電源コー ドの取 り扱い

①

○

①△
蜃

■定格外の電圧で使用しないでください。（A C アダプター使用時）

定格夕†の電圧を加えますと異常に発熱 し、火災や感電などの原因にな

ります。

■外部電源を使用する場合はかならず弊社純正のA C アダプター（付属

品）をご使用ください。

他社製アダプターを使用 しますと故障の原因となるのみならず、異常

に発熱 し、火災の原因にな ります。また、本機同様、A C アダプター

の分解や改造は避けてください。

■電源コー ドを傷つけたり、傷んだ電源コードを使用しないでください。

電源コー ドが傷んだまま使用 しますと、火災や感電の原因になります。

型
一発熱、莞臭、発煙を検出した場合には直ちに使用を中止してください。

これらの異常を検出した場合には、直ちに本機の電源を切り、A C ア

ダプターを使用中の場合はコンセン トか ら抜いて使用を中止 してくだ

さい。そのまま使用 しますと、火災や感電の原因にな ります。修理は

販売店に依頼 して ください。お客様こ自身での修理は絶対に避けて く

ださい。

－3 －

△注 意
（ けがや本機の故障を避けるためにお守 りいただくこと）

使用環境、取り扱い

①
0

0

■衝撃や振動を加えないでください。

衝撃や振動を加えますと、精密部品が壊れ故障の原因にな ります。

■テレビ、ラジオなどの電子機器から離れた場所でお使いください。

強い電磁波を発する電子機器の近 くでは正常に動作 しない可能性があ

ります。

t 規定範囲内の温度条件下でお使いください。

本機は －10 ℃～＋6 0 ℃の範囲で動作 します。この範囲夕†で使用 し

ますと故障の原因にな ります。

乾電池の取り扱い

○○

①

①

t 電池を本機に挿入する場合は極性（ プラス、マイナスの方向）に注意

し指示通りに正しく挿入してください。

間違えて挿入 しますと、幸乞電池の破裂、液漏れにより、けがを した り

故障の原因にな ります。

■長期間使用しないときは、本機から乾電池を取り外してください。

長期間本機に乾電池を入れたまま放置 しますと、乾電池の三夜漏れによ

り、故障の原因にな ります。

■新旧の電池を混ぜて使用しないでください。

電池の劣化を早めるとともに破裂、液漏れにより、けがを したり故障

の原因にな ります。

■使用済みの電池をふつうのゴミと一緒に捨てないでください。

使用済みの電池は環境保全のため、地域で定められている “電池回収

日”に所定の箱に入れるか、あるいは電器店の “電池回収箱”などへ

入れて ください。

－4一



保守

蜃

○
蜃

■長時間ご使用にならない時はA C アダプターをコンセン トから抜いて

ください。

そのまま放置 しますと故障の原因にな ります。

■ケースが汚れた場合は柔らかい布またはティッシュペーパーで拭き取

つてください。

シンナー、ベンジン、化学雑巾などを使無 しますと、キー上の文字が

消えたり、ケースが変形するおそれがあ ります。また、お手入れの際

はかならず本機の電源を切 って ください。

法的規制

○
■電波法を遵守してください。

電波法第五十九条により、特定の相手方に対 して行われる無線通信を

傍受 し、その存在も しくは内容を第三者 に漏 らした り窃用することが

禁止されています。厳重に注意 してください。

機能上の制約

○
■日本国内で使用してください。

本機の使用は日本国内向けとなっています。外国では電波方式、電源

電圧が異なりますので使用できません。

■音声、雑音とは違う信号音を受信することがあります。

本機はアナログ通信を対象としてお り、ディジタル通信や制御チャン

ネル通信、また音声反転方式以外の秘話通信を解読することはできま

せん。その場合、雑音とは違う信号音を受信 します。

■内部干渉により指定帯域外の電波を受信することがあります。

■使用場所により受信できない場合があります。

電波の遮断された建物の中、電波の届かない山中、強い電波が発射さ

れている放送局の近辺などでは受信できない場合があります。

－5 －

2 ．製品の構成

お買い上げいただいたR T －2 0 0 1は次の品目から構成されています。

●本機 ・

●ラバーアンテナ ・

●A C アタブター

●取抜説明書兼保証書 （本冊子）

1 台

1 個

1 個

1 冊

－6 －



－3 ．本機の有する機能と特長－

■超高感度・高性能受信機

受信機能をコンパクトボディに集約。ワイ ドな情報を起高感度で受信します。

■簡単操作

わかりやすい液晶表示と簡単な操作性により、豊富な機能を簡単にこ使用いただけま

す。

■2 7 エリアをワンタッチ受信

本機では2 7 エリアをあらかじめメモリ【 ハンクに登録 しています。聞きたい周波数

帯をワンタッチで呼び出せます。

■メモリーへの登録

チャンネルメモリ】（指定の周波数）およびエリアメモリー（幅を持った周う度数帯を

指定）をメモリーハンクヘ登録することができます。

■プライオ リティーチャンネルとパスチャンネルの設定

特定のチャンネルをプライオリティーチャンネルとして指定できます。プライオリテ

ィーチャンネルは、約3 秒ごとに信号検索をおこない、信号が存在すれば優先的に受

信します。また、自動選局中に受信を回避したいチャンネルをパスチャンネルとして

指定できます。パスチャンネルに指定された周波数は受信 しません。

■盗聴・盗撮電波の受信

V H ［帯および、U H F帯を使用した、無線式盗聴・盗撮器が発信する電波を受信する

ことができます。なお、無線式盗聴・盗撮器によく使用される周波数が、あらかじめ

メモリーハンクに登録されています。

■盗聴・盗撮電波の発見に便利な方向探知メーター搭載

盗聴、盗撮器の発信方向を表示できる方向探知メーターで盗聴、盗撮器の発見がさら

に簡単にな りま した。

■秘話通信の解読

コー ドレス電話の秘話通信（音声反転方式）を解読できます。

■受信状態が一目でわかるレベルメーター

受信レベルをレ／ベルメーターで表示します。

■その他便利な機能

次のような機能を内蔵しています。

●ア ツテネ一夕【 機能

●オー トパワーオフ機能

●バ ックライ ト照明

●操作苗の消去

－7 一

4 ．ご使用になる前に

1 ．電源について

本機の電源は乾電池（単3 形 3本）を使用します。アルカリ乾電池の場合は、受

信待機時で約2 4 時間連続使用できます。また、付属のA C アダプターを使用し、家

庭用電源 （A C lO O V ）を利用することもできます。

※A C アダプターを使用して夕帽β電源を得る場合は、かならず本機の電源を切って

から接続操作をしてください。

2 ．幸乞電池の入れかた

1 ．図中 に示 した位置を

強め に押 し、そのま

ま本体下方 にず らす

ようにするとバ ッテ

リーカバーが開きま

す。

♂表
⑳、

2 ．市販の単3 型乾電池を、

バッテ リーケース内に

記載 されてい る「 ＋」

と「－」 に従 ってセ ッ

トします。

3 ．バ ッテ リーカバーのツ

メを本体の満に合わ

せ、カチ ッと貢がする

まで押 します。

注意 ●電池 は同 じ種芙頁のものを使用 してくだ

さい。なお長持問、本機を使用される

場合は、アルカリ電池を使用すること

をお勧め します。

●古い電池と新しい電池を混ぜて使用し

ないで ください。

3 ．付属品の取り付け方法

〈 アンテナの取り付け方〉アンテナの根元を持ち、底面の満と本体のアンテナコネク

クーの凸部を合わせて差し込みます。アンテナを時計方向（右方向）

付けます。確実に取り付けられていることを確認してください。

1
鼻

⑳

二一／「

ー8 －

に回 して取 り



メモ

●付属のラバーアンテナ以夕十に、市販のアンテナ （B N C 型）もこ使用になれます。市販のア

ンテナを使用する場合は、目的の周波数に合う、インピータンスが5 0〔〕のものを使用 して

ください。

4 ．イヤホンで聞く場合

イヤホンでお聞きになる場合は、必ず音量を下げてから、イヤホンを

つけてく ださい。

①音量ボリュームを下げ、市販のイヤホンを

本体側面のイヤホンジャック（萱頭）に接続

します。

②イヤホンをつけた後、音量ボ リューム

①を回して適度な音量にします。

メモ

●イヤホンを接続すると、本体内蔵のスピーカーからは音が出ません。

●音量ボリュームが同じ位置でも、イヤホンで聞く場合は、スピーカーよりかなり音が大きく

聞こえます。イヤホンでお聞きになる場合は、音量に注意してください。

－9 －

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・－5 ．各部の名称とはたらき・－・－－

（ 動

座
㌔

P
◎
回
醐
口臣
匡

④

⑤

⑲

L C ロディスプ レイ 】

メモ リーチャンネル／

チャンネルステップ表示

受信モー ド表示

自動選局の
方向表示

バンク表示

エリア表示

「

⑨

済

⑥

①

②

⑪

⑦

選局モー ド表示（バンク／マニュアル）

プログラム受信表示

ホールド／デイレイ表示

C H M A N U A L D E しA Y

K H z BANKPRGHOLD 白

2 旧日日．日日配
B C ≡ ≡ ≡ ≡ ≡ ≡ ≡ ≡ ≡ A ¶ S B

D E T P R I FU N C

盗聴、盗撮
受信モー ド表示

受信レベルメーター
チャンネルスコー プ

方向探知
バッテリーレベル表示

－1 0 －

バッテリーロー表示

周波数表示（M H z）

スクランブル表示

アツテネ一夕ー表示

ファンクション表示

プライオリティ表示



（ 丑L C D ディスプ レイ

周波数、チャンネルステップ、受信モードなどの表示と各動作モー ドを表示します。

②キーボー ド

受信エリア、周波数などを指定する数字キーと、メモリー登録などの機能をもった機

能キーがあります。

③電源スイッチ／ライトスイッチ

本機の電源をO N ／○［F します。また電源O N のとき、短く押すとLC D のバックライ ト

およびキーボー ドが5 秒間点灯します。

④スター ト／ス トップボタン

自動選局（オー トサーチ）の開始および停止をします。

⑤モニター／スケルチ・キー

このキーを押すとモニターオンにな ります。信号の弱い時に押 してください。また 、

1 秒以上の長押 しでスケルチ設定モー ドにな ります。

⑥音量ボリューム

スピーカーおよびイヤホンの音量調節ボリュームです。

⑦ダイヤル

周波数のマニュアル操作、スケルチレベルの設定、秘話解読に使用します。

⑧アンテナ端子（B N C コネクタ対応）

付属のラバーアンテナを接続します。市販のB N C 型アンテナを接続できます。

⑨イヤホンジャック

イヤホンを接続できます。イヤホンを接続すると、スピーカーからは告が出ません。

⑪タ帽『電源ジャック

付属のA C アダプターにより外部電源を接続します。

⑪内蔵スピーカー

⑪電池蓋

一11 －

一－6 ．メモリーバンクの受信エリア 一

本機では、よく聞くエリアを2 7 エリアに分けてメモリーハンクに登録しています。

お聞きになりたい受信エリアをワンタッチで呼び出しできます。

メモリーパンクに登録済みの受信エリア

－1 2 －

パンク エリアN o． 受 信 エ リア 受信周波数 範囲 （M H z ）
チャンネル

ステップ （KHz）
受信モー ド

デイレイ

時間 （秒）

A

小 電 力 コ ー ド レ ス 電 話 3 8 0 ．2 1 2 5 ～3 8 1 ．3 1 2 5 1 2 ．5 F M －N 6

2 道 路 公 団 ／J A F 14 8 ．8 5 0 0 ～1 5 4 ．0 3 0 0

3 5 7 ．3 5 0 0 ～3 9 9 ．3 7 5 0

1 0

1 2 ．5

F M －N 6

3 特 定小電 力 トラ ンシー八一 4 2 1．5 7 5 0 ～4 2 2 ．3 0 0 0

4 4 0 ．0 2 5 0 ～4 4 0 ．3 6 2 5

1 2 ．5 F M －N 6

4 航 空 無 線 1 1 8 ．0 0 0 0 ～ 1 3 7 ．0 0 0 0 5 0 A M 6

．5 タ ク シ ー 無 線 3 6 4 ．8 2 5 0 3 6 4 ．8 3 7 5

3 6 4 ．8 6 2 5 3 6 4 ．8 7 5 0

3 6 5 ．5 0 0 0

4 5 0 ．0 1 2 5 ～4 5 1．5 0 0 0

4 5 3 ．3 0 0 0 4 5 3 ，3 3 7 5

1 2 ．5 F M －N 6

6 F M ラ ジ オ 放 送 7 6 ．1 0 0 0 ～8 9 ．9 0 0 0 1 0 0 F M －W H O L D

7 T V 音 声 9 5 ．7 5 0 0 ～ 10 7 ．7 5 0 0

17 5 ．7 5 0 ～2 2 1．7 5 0 0

4 7 5 ．7 5 0 ～7 6 9 ．7 5 0 0

6 0 0 0 F M －W H O J D

B 業 務 無 線 ・簡 易 無 線 14 9 ．2 9 0 0 ～ 1 5 9 ．0 5 0 0

3 6 4 ．7 5 0 0 ～4 6 8 ．8 5 0 0

1 0

1 2 ．5

F M －N 6

9 エ リ ア メ モ リー 登 録 さ れ た エ リ ア

○ チ ャ ン ネ ル メ モ リ ー 登 録 さ れ た チ ャン ネ ル

B

1 アマチュア無線 （14 4 M H z帯） 14 4 ．0 0 0 D ～ 14 6 ．0 0 0 0 2 0 F M －N 6

2 アマチュア無線 （4 3 0 M H z帯） 4 3 0 ．0 0 0 0 ～4 4 0 ．0 0 0 0 2 0 F M －N 6

3 ハ ス ・鉄 道 14 2 ．9 0 0 0 ～ 1 5 9 ．17 0 0

3 5 2 ．5 0 0 0 ～4 15 ．2 0 0 0

1 0 ／2 0

1 2 ．5 ／2 5

F M －N 6

4 防 災 行 政 無 線 14 3 ．2 6 0 0 ～ 1 5 8 ．5 3 0 0

3 5 3 ．2 0 0 0 ～4 6 7 ．3 7 5 0

1 0

1 2 ．5

F M －N 6

5 災 害 復 旧 用 電 話 3 5 5 ．5 2 5 0 ～3 5 5 ．5 7 5 0 1 2 ．5 F M －N 6

海 上 自 衛 隊 船 舶 3 5 5 ．6 0 0 0 ～3 5 5 ．7 0 0 0

海 上 保 安 庁 船 舶 3 9 5 ．7 8 7 5 ～3 9 6 ．2 7 5 0

6 報 道 連 結 波

電 力 ・ガ ス ・水 道

14 3 ．5 4 0 0 ～ 1 6 7 ．3 3 0 0

3 6 4 ．9 5 0 0 ～4 6 9 ．9 7 5 0

14 6 ．0 2 0 0 ～ 1 5 9 ．0 9 0 0

3 6 4 ．5 2 5 0 ～3 8 5 ．12 5 0

1 0

2 5

1 0

1 2 ．5

F M －N 6

7 9 0 5 M H z ～ 1 4 9 9 M H z 9 0 5 ．0 0 0 ～1 4 9 9 ．9 8 7 5 1 2 ．5 F M －N 6

8 1 5 0 0 M H z ～2 0 0 0 M H z 15 0 0 ．0 0 0 ～2 0 0 0 ．0 0 0 1 2 ．5 F M －N 6

9 エ リ ア メ モ リー 登 録 さ れ た エ リ ア

0 チ ャ ン ネ ル メ モ リ ー 登録 さ れ た チ ャ ン ネ ル



盗聴・ 盗撮専用エリア（デイテククーモー ド）

メモ

●バンクC のエリア 1～ 8 （消防・救急）は、同じ周波数帯を使用 していますので、指定 した

エリアとは別のエ リアの通話を受信する場合があります。

●チャンネルステップ、受信モー ドおよびデイレイ時間は、変更することができます。

●チャンネルメモリ【 およびエリアメモリーにメモリー登録するときは「メモリーの登録」を

こ参照ください。

－1 3 －

議壷）監吉工芸器濃票荒慧で電源スイッチ㊤を押し続け

ー7 ．基本操作編（ビギナー操作）・・一
本書は本製品を初めて操作される方に慣れていただくための基本操作編と多彩な機能を

活用していただくための応用操作編にわけて説明しています。

1 ．簡単受信操作例

操作例として、バンクA のエリア 1 に登録してある「小電力コー ドレス電話」をオー ト

サーチして聞く方法を順に説明します。

ロ電源を入れます。 （

竪

民
直
轄
巨
匹
い

回書量を設定します。

達観

てくださ い。

本体の上面吉引こあるダイヤルの下部のつ まみで音量 を調節 しま

す。

●信号が入っている場合

つまみを右（時計方向）に回すと音量が大きくなります。逆に
左に回すと音量は小さくな ります。

●信号が入っていない場合

本体側面部の ［ぎ篭N」］キーを押してから、音量つまみを右また
は左に回します。スピーカーからノイズが出て、音量が確認で
きます。

［劃バンクモー ドに します。

義「芸慧還器警濫票蒜霞苧七三諾ご≡
腰即し』
∪匡

［司バンクを選択します。

塩扇岩」 P12のメモリ‾バンク表から聞きたいエリアのハンクを選びま
選書あキーを押す度に、バンク表示が亡生二旦丑と切替。ます。
瑚≡≒≡≒≡
［主 ≡≡≡書≒≡

．匡≡巴
＼＼、＿＿ L － ＿冊 ＿＿ ＿ ▼ J

（ ここでは例 としてバ ンクA を選択 します。）

－1 4 －

バンク エリアNo． 受 信 エ リア 受信周波数範囲 （M H z）
チャンネル

ステップ（KHz）
受信モード

ディレイ
時間 （秒）

C

1 消 防 ・救 急 （北 海道 ） V H F帯 ・U H F帯 F M －N 6

フ 消防 ・救急 （東北 ・北陸） V H F帯 ・U H F帯 F M －N 6

3 消 防 ・、女急 （関 東） V H F帯 ・U H F帯 F M －N 6

4 消 防 ・、文意 （乗 テ毎） V H F帯 ・U H F帯 F M －N 6

5 消 防 ・、交急 （中 郡 ） V H F帯 ・U H F帯 F M －N 6

C 消 防 ・救急 （近 畿） V H F帯 ・U H F帯 F M －N 6

7 消防 ・救急 （中国 ・四国） V H F帯 ・U H F帯 F M －N 6

8 消防 ・救急 （九州 ・沖縄） V H F帯 ・U H F帯 F M －N 6

9 エ リア メ モ リー 登 毒素さ れた エ リア

○ チ ャン ネル メ モ リー 登録されたチ ャンネル

エ リア N o ． 受 信 エ リア 受信周波数範囲 （M H z）
チャンネル

ステップ（KHz）
受信モード

デイレイ

時間 （秒）

1 盗 聴 電波 134．00 00～154 ．5 85 0

3 39．45 00 ～4 42 ．9 00 0

FM －N 6

2 盗 撮 電波 47 1．25 00～5 0 1．2 50 0

54 9．25 00～5 85 ．2 50 0

F M －W 6

3 盗 聴 ・盗 撮 電 波 エ リア 1 ，2 の周波 数 FM －N作M－＼り 6



［司エリアを選択します。

十嵩 1を選択します。聞きたいエリアのN o ．を選びます。数字キーを押 してエリアN 0 ．

⑳⑳⑳◎⑳

F
正
広
即
□臣
匡

の
W

◎①疏
W

（ ここでは例として①キーを押 し、

話を選択します。）

軋オー トサーチ（自動選局）します。

敵

エリア 1の小電力 コー ドレス電

バンクモー ド表示

ハンク表示

工1」ア N o l A

l

D【 LA Y

i 2 ．ニ之

E l背ヨ キーを押すとLC D ディスプレイに “▲”マークが点滅し
て最初のチャンネルより上側にオー トサ【 チを開始 します。

F M‾N ほ．5 KHz。ANK DELAY

∃日記．2 i己ニz
l A

メモ

・ オートサーチ中に㊧ キーまたは㊥ キーを押すと、押した方向にオートサ【
チします。

司チャンネルを受信すると

送信中の電波があるとその周波数でオー トサーチを停止して受信

状矧 こなります。LC D ディスプレイの ■i▲’’または “▼”マーク

の点滅が止ま り、受信電波の強さを レベルメーターで表示 します。

F M‾N ほ．5 KHzBÅNK DELAY

▲∃目口．2 壬己ニz
I A

－1 5 －

2 ．受信中のチャンネルが終了または電波が非常に弱くなって受信できない場合は

デイレイ（メモ参照）時間分受信待機したあと、次に使用しているチャンネルまでオー

トサーチを開始 します。

（ 注意）

●」C D ディスプレイに ■‘H O J D ”を表示していたり “▲”マークが消えている場合は、

そのチャンネルで受信待ちになります（オー トサーチしません）。オー トサーチさせ

る場合は E諾ヨキーを1回押します。

メモ

●‘‘H O J D （ホール ド）’’と “D ELA Y （デイ レイ）” につ いて・・

L C D ディスプレイに表示 しているH O JD は、一度電波を受信すると、電波が

なくなってもその周波数で受信待ちの状態になります。一方 D ∈L A Y は一定時

間（設定された時間）受信待ちをしたあと、オー トサーチをはじめます。デイ

レイ時間は吾エリア毎に初期設定 してあります。

※デイレイ時間は設定を変えることもできます。（P 2 0 デイレイ時間の設定参照）

3 ．チャンネルを受信中に他のチャンネルを聞きたい場合は

［喜？ぎヨ キー を2 回押 します。 ■i▲”または ■■▼”マークが点滅 して、次のチ ャンネル ま

でサーチを開始 します。

4 ．マ＝ユアルサーチをする場合①
メモリーハンクに登録済みのエリアをマニュアルサーチします。

⑳0 ◎◎◎
⑳⑳ ◎㊨⑳・－

⑳⑳ ⑳壁）⑳
＝⑳ ①⑳⑳
U⊇

票止し土

庄
し竺二二二⊃

回受信エリアを呼び出します。

・
－

1

甘

一l

T且
l

受信エリア（バンク及びエリアN o）を指定 します。

オートサーチが停止しているときに㊧ キーまたは㊥ キーを押します。

㊧キーまたは㊥ キーを押す度に、押した方向に1ステップずつ受信チャンネルが移
動します。

回キーを押し続けた場合は、キーから離すまでエリア内をサーチします。

－1 6 －



5 ．マ＝ユアルサーチをする場合②

タイヤル

庄魂
6 ．モニター機能

敵

7 ，スケルチの設定

臥

本機のダイヤルを回すことによりマニュアルサーチができます。

ダイヤルを石に回せば 1ステップずつ受信チャンネルが上に移動

します。ダイヤルを左に回せば 1ステップずつ受信チャンネルが
下に移動 します。

「 モニター機能」とは信号の弱い電波を受信するための機能です。

1 ．［聖1篭NJ］キーを押 します。

●」C D ディスプレイに “H O J D ”を表示していたり “▲”事‘▼

マークが消えている場合は、“▲’’と “▼”マークがおそい
点滅を します。

●L C D ディスプレイに “▲’’または ‘‘▼”マークが点灯してい

る場合は逆方向のマークがおそい点滅をします。

2 モニターを解除する場合は ［ぎ篭NJ］キーを再度押すか、オー ト

サーチさせます。

「 スケルチ」とは信号が入 ってこない ときに、スピーカーか らノ

イズが出ないようにするための機能です。

1 ，［ぎ忘NJ］キーを 1秒以上押すとスケルチ設定画面が表示されま
す。

麒ダイヤル
F M‾N ほ．5 KHz。ANK D乱AY

5 ヨ． 乱他
l A

設定値

2 ．［ぎ忘NJ］キー を押 しながらダイヤル を回して設定 します。設定

範囲は0 ～ 15 で、数値が大きくなるとスケルチレベルは高く

なります。初期設定は8 に設定してあります。

メモ

スケルテレベルを高く設定し過ぎると、オー トサーチ（自動選局）はしますが、

弱い電波を受信できなくなります。また低く設定 し過ぎると、オー トサーチし

にくくなります。電波状況に合せ設定してください。

スケルテレベルを初期設定の8に戻すには（匡痘）キーを押してから5秒以内に
［ぎ忘NJ キー を押 してください。

－1 7 －

ーー 8 ．応用操作編（ステップ1）－

1 ．聞きたい周波数（チャンネル）をダイレクトに受信する。

お聞きになりたい周波数（チャンネル）を数字キーで入力し、タイ レク トにそのチャンネ
ルを受信します。

（ 例 として8 7 1 0 1 2 5 M H zのチャンネルをダイ レク トに受信する）

コマニユアルモー ドに します。

■靂「警護謹言；ニこ慧芸二冒Dの表
這≡

㌧＼［

琴子羊▼で（軒（∋（力

．0 1 2 5

○ 2

M H zを入力します。

（ 9 の順で入力します。入力ミス した場合は、
こ再入力 して ください。

受信モー ド チャンネルステ ップ

M A N 〕A L DELAY

日1 】．口 j2．ニz

瓦入力した周波数の確定をします。

（ ∈勾ヨキーを押してください。
入力したチャンネルで受信状態になります。

メモ

●周波数を確定すると、入力したチャンネルの小数点以下の桁が、チャンネルステップと一

致するように自動補正されます。たとえばチャンネルステップが 1 2 ．5 K H zの場合、

8 7 1 0 15 を入力すると、8 7 1 0 12 5 になります。希望周波数に合 うように、チャンネ

ルステップの変更をしてください。（P 19 チャンネルステップの設定参照）

●受信モー ドが合 っていない場合、音声が変わったり、受信できなくなる場合があります。

その場合は正常な音声で聞こえるように、受信モ¶ ドを切替えてください。（P 19 受信モ
ードの設定参照）

●マニュアルモー ドにすると、エ リアの指定の範囲がなくな り、オールハン ド（0 ．1 ～

2 2 0 0 M H z）での受信ができます。

ー18 一



2 ．チャンネルステップの設定

受信エリアの全帯域で、チャンネルステップを切 り替えることができます。また、切り

替えたチャンネルステ ップで、オー トサーチおよびマニュアルサーチができます。

●切替可能なチャンネルステップ ：5 ，6 ．2 5 ，9 ， 10 ， 12 ．5 ，2 0 ，2 5 ，3 0 ，5 0 ，
1 0 0

可チャンネルステップの変更

仁義看護
◎⑳◎㊨㊥

⑳j瀞◎ ◎窃

F
忠
正
即
山口巨
匡

Q

⑳釣
W

爪抄

チャンネルステップとは次の周波数に移行する周波数の幅を指し

ます。

（ 訂キーを押す度にチャンネルステップ表示が
p 5－ 6 ．2 5 －9 － 1 0 → 1 2 ．5 －2 0 －2 5－3 0 －5 0 － 1 0 0「と切

り替 ります。

メモ

チャンネルステップ表示

F M‾N ほ．5 KHz。ÅNK DELAY

∃目口．2 i2 ．ニ王
I A

●チャンネルステップが受信エリアのステップ（初期設定のステップ）と合っていない場合

は、チャンネルを受信できなくなる場合があります。初期設定時のステップと合うように、

チャンネルステ ップを切り替えてください。例えばチャンネルステップの初期設定が

1 2 5 K H zの場合、6 2 5 K H z （1 ／2 倍）、2 5 K H z （2 倍）、5 0 K H z （4 信）、1 0 0 K H z

（ 8 倍）

●受信エー」アとチャンネルステップの関係は P 1 2 「メモリーバンクの受信エ リア」をこ覧

ください。

●チャンネルステップを小さく（狭く）設定した場合は、エ リア内を細かく受信します。ま

た、大きく（広く）設定 した場合は、エリア内を素早くサーチできます。

3 ．受信モードの設定

受信エリアの全帯域で、受信モードを切り替えることができます。また、切 り替えた受

信モー ドで、オー トサーチおよびマニュアルサーチができます。

Ⅱ受信モー ドの切り替え＿

（ 罫キーを押す度に受信モニド表示が
［M －N －FM －W －A M rと切 り替 ります。

一19 －

⑳宅∋

◎
◎◎

喜

受信モー ド表示

F M‾N は5KHzBANK DELAY

ヨ日日．2 壬2 ．ニz
I A

メモ

●受信エリアと受信モー ドが合っていない場合、音声が変わったり、受信できなくなる場合

があります。その場合は、正常な音声で聞こえるように、受信モードを切 り替えてくださ

い。

●受信エリアと受信モー ドの関係はP 12 「メモリーハンクの受信エリア」をこ覧ください。

4 ．ディレイ時間の設定

受信エリアの全帯域で、デイレイ時間（受信待ち時間）を切り替えることができます。
また、切り替えたデイレイ時間で、オー トサーチおよびマニュアルサーチができます。

凹ディレイ時間の切り替え

＼怯扇蓋キ／／
！品欝 ；
；喜竺竺L
．筐室 …
．直∈ こ‾‾‾‾＝‾‾‾＝‾＝＝＝＝＝＝＝＝⊃ ■l

」ノ

デイレイ時間とはオー トサーチ中に信号が入ったため一時的停止

されたサーチを受信が終了 したり、電波が弱くなって受信できな

くなったとき、一定時間後に自動的に再スター トさせる機能です。

1 ．（巨白亘キーを押 してから5秒以内に①キーを押します。

2 ．①キーを押す度にディスプレイ表示が

亡口辺＝旦二ま旦∈旦二旦旦∈⊆二二退j 道立］と切り替ります。

3 ．希望の設定表示で（∈垣‡）キーを押すと確定されます。

4 ，初期設定にもどす場合は、ハンクにもどるか、エリア変更して
ください。

メモ

●デイレイ時間をホール ド（ディスプレイに ■■H O LD ”）に設定した場合、一度チャンネル

を受信すると、そのチャンネルで受信待ち状態になり、オ【 トサーチをしなくなります。

受信エリアに合ったデイレイ時間にしてください。

●受信エリアとデイレイ時間の関係は、 P 1 2 「メモリーハンクの受信エリア」をこ覧くだ

さい。
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5 ．秘話通信（スクランブル）の解読

コー ドレス電話の秘話通信機能（スクランブル機能）は、おもに音声反転式が使用され

ています。秘話通信を受信する場合、そのままでは音声として聞くことはできません。

本機は、コー ドレス電話の音声反転式秘話通信を角軍読することができます。

［∃秘話通信を受信
ハンクA のエリア 1をオー トサーチします。モガモガと言っているような音声が聴こ

えてきたら秘話通信です。

オ（短亘キーを押し5秒以内に⑧キーを押します。

転義オ／LCDディスプレイl 一 “「 「ヽ「 ” ／T ⇒ヽ＝＝ ・ト、1威玩至福商才／
⑳番⑳ 沓尊

！警瓢 」
に“S B ”の表示が点灯 します。 F M‾N は5KHzBANK DELAY

▲∃日記．2 】邑ニz
I A ＿ ＝ ≡ S B

スクランブル表示

耳ダイヤルを回して、音声が聞きとりやすい位置に調整 します。

ダイヤル

達観
メモ

●秘話解読機能は、受信中のチャンネルのみ有効です。オー トサーチなどで受信チャンネル

が変わった場合は、秘話解読機能が解除されます。

●本機は音声反転式以外の秘話通信を解読することはできません。また自動車電話および携

帯電話の秘話通信は解読できません。

－2 1 －

6 ．プログラム受信

複数の受信エリアを順番にサーチします。

（ 例）ハンクA のエリア 1一エリア6 一ハンクB のエリア5 一エリア6 を連続サーチする。

瓦バンクモー ドにします。

（ 正直 キーを押してから5秒以内に（巨裏面キーを押してBA NKモードにしま
す。

耳最初のエリアN o．を指定します。

1 ．直垂ヨキーを押してハンクA にします。
2〔カキーを押 してエリア 1 を指定 します。

官プログラム受信モー ドにします。

（ 包亘キーを押してから5秒以内に⑧
キーを押してプログラム受信モー ドに
します 。プ ログ ラムモ ー ドにす ると

‘■p R G ”が点灯し最初のエリアN 0．と
ハンクが点滅 します。（ここで は1 とA

が点滅）

画プログラム受信するエリアを指定します。

プロクラム受信表示

D E L A Y

▲∃日記．2 i2 ．ニz
l ／

l A ＿

1 ．エ リア6 を指定 します。

・ 耳ヰーを押します。－－ピー’’と茜が鳴り確定されます。

（ 表示 は変化 しません。）

2 ．つぎにハンクB に切 替えます。

喧巫）キーを押すとハンク表示がABとなりBが点灯します。（Aは点滅）
3 ．エ リア5 を指定 します。

⑤キーを押 します。“ピー’’と音が鳴り確定されます。

4 ．エリア6 を指定します。

⑥キ¶を押 します。“ピー”と貢が鳴り確定されます。

亙プログラムサーチ します。

1 ，E l習ヨ キーを押してサーチさせます。
このとき、サーチ中のハ ンクおよびエ リアN 0．が点滅 します。

注）バンクA サーチ中ハンクB は点灯 しています。

且プログラム受信を解除するときは

（ 巨盃）キーを押してから5秒以内に⑧キーを押します。
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－9 ．応用操作編（ステップ2 ）－
1 ．盗聴電波の受信

無線式盗聴器の発信周波数は、特定の周波数帯が使用されています。本機は、無線式盗

聴器によく使用されているV H F／U H F帯の周波数を専用ハンクにメモリー登録していま

す。（ディテクターモー ド）

匡盗聴電波受信モー ドにします。

蒜■一塵蛮）キーを1秒以上長押しします0
偽瞭餞㊨昏 “D 巨T ”が表示されます。

⑳

・ヨ
・ 二芯

転

耳盗聴エリアを呼び出します。

†義轟1 ①キ‾を押します○
l

戸
臼
田
瑚

〉声
望

釣
〉

①爪
沙流

W

F M ‾N ≡iK H z BAN K D乱AY

i ∃叫．ヨヨヨMHz
1

1 p E T

盗聴、盗撮受信モー ド表示

FM■N5KHz。ANK DELAY

i ∃叫．ロヨロMHz
l

l D E T

盗聴電波受信エリア表示

垣］オー トサーチまたはマニュアルサーチ します。

1

回サーチエリア内に信号（電波）があれば、受信状態になります。

電波を受信するとアラームが3 回口見り、同時にLC D ディスプ レイも点滅 します。

［亘受信音を出力 します。

受信音により盗聴電波か否か判断してください。

直盗聴電波受信モー ドの終了

（ 巫珍キーを1秒以上長押しします。

メモ

（ 三日亘）キーを押し、5秒以内に⑥キーを押すとアラーム出力モードになります。アラーム
出力モ】 ドでは受信中にレベルメーターのレベルに合わせてピッチが変化するアラーム音

を出します。音声出力に戻すには再度同様のキー操作をします。

－2 3 －

2 ．盗撮電波の受信

無線式盗撮器の発信周波数は、特定の周波数帯が使用されています。本機は、無線式盗

撮器によく使用されている映像周波数を専用バンクにメモリー登録しています。

［可盗撮電波受信モー ドにします。

†轟 1（巨巫キ〟を1秒以上誹しします。
母

旨

［司盗撮エリアを呼び出します。

意義1 ②キ‾を押します0
⑳⑳ ◎◎く∋ l

【
「
日
昌
別
口臣

匹

爪
》爪

樹①爪
恕

［釘オ一トサーチまたはマニ ュアルサーチ します。

“D E T ”が表示されます。

F M ‾ N ≡ i K H z B A N K DELAY

】∃1 ．ロヨヨ批
1

1 D E T

盗聴、盗］最受信モー ド表示

F M －N DELAY

B A N K

叫1 】．2 5 ヨMHヱ
2 。E，

盗‡最電波受信エ リア表示

1
回サーチエリア内に信号（電波）があれば、受信状態になります。

電波を受信するとアラームが3 匡］鳴り、同時に」C D ディスプレイも点滅します。

回音声周波数に切り替えます。
（ 巨盃）キーを押し、5秒以内に⑥キーを押します。“D ET”が点滅

し、映像周波数が音声周波数に変わります。

（ 音声周波数は映像周波数の4 ．5 M H z上にあります）

メモ

●無線式盗撮器の発信周波数はテレビの映像周波数が使用されていることが多く、音声周波

数を受信することにより、テレビか否か判断することができます。

・（匡痘）キーを押し、5秒以内に⑥キーを押すとアラーム出力モードになります。アラーム
出力モー ドでは受信中にレベルメーターのレベルに合わせてピッチが変化するアラーム音

を出 します。映像／音声出力に戻すには再度同様のキー操作をします。
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3 ．盗聴、盗撮器の場所の特定方法

盗聴、盗撮電波を受信することにより、盗聴、盗撮器の場所を特定することができます。

受信 した電波が、盗聴、盗撮電波だと確認できましたら、場所の特定をします。

圧レベルメーターを方向探知器表示にします。〈

丁蒜貢㌍雷管軍票浣頴転キーを押します。
2 ．レベルメーターが上下に変化する方向探知表示になります。

直本機を移動させメータの振れが高かった方向に進みます。

旬電波が強くなり、

受信レベル

本機を移動してもメーターが最大になり、変化がなくなりましたら、

アンテナをはずし、アッテネ一夕ーをO N にして再度方向探知をします。
（ ア ツテネ一 夕ーの操作方法はP 3 9 “ア ツテネー ターのO N ／O F F”を参照）

［司盗聴器に接近すると、ボリュームを上げることにより「ワァーン」と大きなハウリン

グ菖が鳴り特定することができます。

メモ

●本機は、V H F／U H F帯の無線を使用した盗聴器、テレビの映像周波数等を使用 した盗撮器

の発信電波を受信するものです。盗聴、盗撮器はその性質上、発見が難しい場所や、「こ

んなものが」と思うものにセットされています。発見が難 しい場合や、危険を伴うおそれ

がある場合は、専門の調査機関に依桓してください。

－2 5 －

●テレビ周波数一覧表

無線式盗撮器の発振周波数は、テレビの映像周波数が使用されていることが多く、盗撮

器を探しているときにテレビの映像周波数を受信することがあります。その際にご参照
ください。
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C H 映 像 周 波 数 （M H z ） 音 声 周 波 数 （M H z ） V H F ／U H F 帯

1 9 1 ．2 5 0 0 9 5 ．7 5 0 0 V H F

2 9 7 ．2 5 0 0 1 0 1 フ 5 0 0 V H F

3 1 0 3 ．2 5 0 0 1 0 7 ．7 5 0 0 V H F

4 1 7 1 ．2 5 0 0 1 7 5 ．7 5 0 0 V H F

5 1 7 7 ．2 5 0 0 1 8 1 ．7 5 0 0 V H F

6 1 8 3 ．2 5 0 0 1 8 7 ．7 5 0 0 V H F

7 1 8 9 ．2 5 0 0 1 9 3 ．7 5 0 0 V H ［

8 1 9 3 ．2 5 0 0 1 9 7 ．7 5 0 0 V H F

9 1 9 9 ．2 5 0 0 2 0 3 ．7 5 0 0 V H F

1 0 2 0 5 ．2 5 0 0 2 0 9 ．7 5 0 0 V H F

1 1 2 1 1 ．2 5 0 0 2 1 5 ．7 5 0 0 V H F

1 2 2 1 7 ．2 5 0 0 2 2 1 フ 5 0 0 V H F

1 3 4 7 1 ．2 5 0 0 4 7 5 ．7 5 0 0 U H F

1 4 4 7 7 ．2 5 0 0 4 8 1 ．7 5 0 0 U H F

1 5 4 8 3 ，2 5 0 0 4 8 7 ．7 5 0 0 U H F

1 6 4 8 9 ．2 5 0 0 4 9 3 ．7 5 0 0 U H F

1 7 4 9 5 ．2 5 0 0 4 9 9 ．7 5 0 0 U H F

1 8 5 0 1 ．2 5 0 0 5 0 5 ．7 5 0 0 U H F

1 9 5 0 7 ．2 5 0 0 5 1 1 ．7 5 0 0 U H F

2 0 5 1 3 ．2 5 0 0 5 1 7 フ 5 0 0 U H F

2 1 5 1 9 ．2 5 0 0 5 2 3 ．7 5 0 0 ・ U H F

2 2 5 2 5 ．2 5 0 0 5 2 9 ．7 5 0 0 U H F

2 3 5 3 1 ．2 5 0 0 5 3 5 ．7 5 0 0 U H ［

2 4 5 3 7 ．2 5 0 0 5 4 1 ．7 5 0 0 U H F

2 5 5 4 3 ，2 5 0 0 5 4 7 ．7 5 0 0 U H F

2 6 5 4 9 ．2 5 0 0 5 5 3 フ 5 0 0 U H F

2 7 5 5 5 ．2 5 0 0 5 5 9 ．7 5 0 0 U H F

2 8 5 6 1 ．2 5 0 0 5 6 5 ．7 5 0 0 U H F

2 9 5 6 7 ．2 5 0 0 5 7 1 ．7 5 0 0 U H F

3 0 5 7 3 ．2 5 0 0 5 7 7 ．7 5 0 0 U H F



C H 映像周波数 （M H z） 音声周波数（M H z） V H F／U H F帯
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－1 0 ．応用操作編（ステップ 3 ）・－

1 ．メモリーの登録

本機は、チャンネルメモリー6 0 0 チャンネル（2 0 0 c h X 3 エリア）およびエリアメモ
リー 3 エリアをメモリーバンクにメモリー登録することができます。また不要なチャン

ネルをパスするチャンネルパスメモリーや、特定のチャンネルを優先受信するプライオ

リテ ィ・チャンネルメモ リーがあります。

2 ．チャンネルメモリーの登録、受信

特定のチャンネル（周波数）を、各バンクのエリア［司に登釜表することができます。

チャンネルは各バンクに、それぞれ2 0 0 c hずつ登録することができます。

⑳
『 登録をするチャンネル（周波数）を受信 します。

オー トサーチ、マニュアルサーチにより登録するチャンネルを受信 します。

登録するチャンネル（周波数）がわかっているときは、ダイレクト受信をし

てください。

［司チャンネルメモリーの登録モー ドにします。

E 登録す

1

芋チ
［司メ

（ 巨匠D キーを1秒以上押してください。
チャンネルメモリー登録モー ドとな

り、チャンネル表示部が点滅します。

るバンクを指定します。

囲キーでハンクを指定します。

＼l ／

F M・牡 rl n n ⊆H D【LAY
u J I L I BANK

‘＼ 門 門 門 門
L l ． L I L I L I M H ヱ

I A

ヤンネルN o．を指定します。

㊧，㊥ キーまたは数字キーで登録するメモリーチャンネルを指定します。

モリー登録 します。

（ ∈由‡）キーを押 してください。

チャンネルメモリー登録が終了 し元の表示に戻ります。

－2 8 －

メ モ リー メモ リー数

チ ャン ネル メ モ リー （喜 八 ン クの エ リア 匝） 2 0 0 c h x 3 エ リア

エ リア メモ リー （各 ハ ンク の エ リア 瓦 ） 1エ リア ×3 ハ ンク

チ ャンネ ル パ ス メ モ リー 2 0 0 c h

プ ラ イ オ リテ ィ ・チ ャ ンネ ル メモ リー 10 c h

盗聴 ・盗撮メモ リー （デ イテクターモー ドのエリアロ且 ） 2 0 c h x 2 エ リア



メモ

●バンクを指定 しない場合は、受信中のハンクのエリア回に登録されます。

●チャンネルN 0 ．を指定 しない場合は、未登録のチャンネルN o ．のうち、最小のチャンネル

N o ．に登録されます。

●ダイレクト受信するときは、受信周波数範囲内の周波数を入力 してください。

その場合、チャンネルステップ、受信モー ド、デイレイ時間も指定してください。

・ 登録ト ド中、10秒間無操作、またはG ）キー入力で解除となります。
●バンクモー ドでエリア 0 を受信中の時、またはサーチ、スキャン中は登録できません。

瓦ハンクを指定します。

（ 巨套珍キーでハンクを指定 します。

圧］エリア［司を指定します。

数字キーの①を押 してください。

［亘チャンネルN o．を指定 します。

㊧，㊥ キーを押してチャンネルN 0．を指定します。

直指定 したチャンネルN o．に登録されている周波数で受信状態になります。

メモ

エリア凧内の全てのチャンネルをオー トサーチする場合は ［≡1習吉］キーを押してくださ

い。

－2 9 －

『 チャンネルメモリーの消去モー ドにします。

（ 亘∃ヨキーを1秒以上押します。
チャンネルメモ リー消去モー ドにな り

チャンネル表示部が点滅します。

瓦バンクを指定します。

（ 巨亘珍キーでハンクを指定 します。

耳消去するチャンネルN 0．を指定します。

㊧㊥ キーまたは数字キーで消去するチ
ャンネルを指定 します。

匝指定した百三至芸千若志士売吉宗す。l

周波数表示が 己．〇ヨコとなり消去完了。

回消去モ‾冒警三を押します。
消去モー ドが終了 し、元の表示に戻 ります。

（ 約 10 秒間の無操作でも終了します。）

－30 一

＼l ／
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3 ．エリアメモリーの登録、受信

特定の周波数帯域を各ハンクのエリア［到に登録することができます。
登孟宗は各バンクに 1 エリアずつ登録することができます。

⑳
（ 例）108～170M Hzの範囲を、受信モード区画、チャンネルステップ匡萱匡巨≧］、

ディレイ時間［萱二頭でハンク回にメモリ【 登録する場合

［ヨエリアメモリー登録モー ドにします。

（ 巨頭）キーを押し、5秒以内に・甘キーを押します。
工1」アメモリー登録モー ドになり、■iB A N K ”表示が点滅し、エリア番号瓦

が表示されます。

回登録するバンクを指定します。

直垂）キーを押し、ハンクを “A ’’に切り替えます。

耳受信モードを指定します。

1 伊 ‾を礼 受信モ‾ドを“AM”に切り替えます。
軒チャンネルステップを指定します。

1 伊 瑠甲し、チャンネルステップを“50KHz’’に切り替えます0
匡ディレイ時間を指定 します。

①キーを押し、ディレイ時間を “邑S 巨C”に切り替えます。

（ 注）ディレイ時間を指定しない場合は司に進んでください。

直（∈画 キーを押して確定します。
1

臣下限周波数の設定をします。

（ 亘正）キーを押してください。
▼”と “M H z”が点滅 し、“B A N K ”が点灯します。

直下限周波数の入力をします。

数字キーにより、 1 0 8 ，0 0 0 と入力します。

直下限周波数を確定します。

囲キーを押して確定します。
このとき、周波数表示は、 1 チャンネ

ルステップ上の表示にな ります。 “▲”

が点滅 します。

－3 1 －
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頭上限周波数の入力をします。

数字キーにより、 17 0 ．0 0 0 と入力します。

画上限周波数を確定します。

（ ∈匡現 キーを押して確定します。
ハンク互のエリア司にメモリー登録されます。

画エリアメモリーの登録モードを終了する場合は（匡痘）キーを押してください。
1 0 秒間の無操作でも終了します。

メモ

●かならず下限周波数を設定してから上限周波数を設定してください。

●エリアを設定するときは、かならず本機の受信範囲内としてください。

●登録モ¶ド中10秒間の無操作、または（匹亘キー入力で解除となります。
●同じ場所にメモリー登録すると、前の登録は消去されます。（上書きされます。）

●エリアメモ リーにメモリー した内容を個別に消去することはできません。エリアメモリー

を消去する には、P 4 1メモ リーオール ク リアをお こな って ください。

田
［ヨハンクを指定します。

（ 巨垂直キーを押して切り替えてください。

匡二エリア瓦を指定します。

数字キーの⑨を押してください。

耳オー トサーチを開始します。

［喜1背三］キーを押してください。
登録したエリア内をオー トサ】チします。
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4 ．盗聴、盗撮電波の登録

デイテクターモー ドのエリアm 田に登録されたチャンネル以外によく聞く周波数を登録
することができます。

⑳
［可盗聴、盗撮電波登録モー ドにします。

（ 匹亘キーを押し、5秒以内に⑤キー
を押 します。

盗聴 、盗撮電波登孟宗モー ドにな り、

i iD E T ”点灯、エリア番号 “1’’が点

滅します。

且エリアを指定します。

F M －N 「 l 「 一声「 C H D［LAY

L l J l ！」 B A N K

声門「 司「 弓「 司
L l．L I L I L l 批

T

■

DE

数字キーの①または②を押し、エリアを指定 します。

直エリアを確定します。

1

芋チ

（ ∈亘D キーを押して確定します。
曜定されるとエリアN 0．が点灯します。チャンネル番号が点滅 します。

ヤンネルを指定します。

㊧㊥ キーまたは数字キーでチャンネルを指定します。

［司チャンネルを確定します。

（ ∈匝‡）キーを押して確定します。
確定されるとチ ャンネルN o．が点灯 します。 “M H z”表示が点滅 します。

画周波数を入力します。
数字キーで周波数を入力します。

且周波数を確定します。

直匝‡）キーを押して確定します。

画登録モードを終了する場合は（璽 ）キーを押してください。
1 0 秒間の無操作でも終了します。

メモ

●登録できるチャンネル数はデイテクターモー ドのエリアL工」同各々2 0 ch で計4 0 ch です。

●全てのメモリーが未登録の矧 よ チャンネル番号は ‘‘0 0 0 ”を表示します。

●登録済のメモリーがある時は、未登録のメモリーチャンネルの内、最も若い番号を表示し

ます。

●全てのメモリーが登録漬の時は、チャンネル番号は “0 0 0 ”を表示します。

・ 登録モード中1 0秒間の無操作、または（∈亘萱：洋一入力で解除となります。
●同じ場所にメモリー登録すると前の登録は消去されます。（上書きされます。）

●登録した内容を個別に消去することはできません。消去するには、P 4 1 メモリーオール

クリアをお こな って ください。

－3 3 －

5 ．パスメモリーの登録

制御チャンネルなど、受信に不要なチャンネルをパスメモリーに登録しておくと、オー

トサーチ中は、登録したチャンネルをパスします。

国
司不要なチャンネルを受信します。

オー トサーチにより不要なチャンネルを受信します。

且パスメモ石室苧雲†悪言上押します。
1

L C D ディスプレイに “P A S S ”の文字とチャンネルN 0．を約 1 秒間表示し、

登録されます。

1

登芸最後、マニュアルモー ド以外は、次のチャンネルにより自動的にオー トサ

ーチを します。

メモ

●パスメモリーには最大2 0 0 ch までメモリー登録できます。

●登矧 まパスメモリ▼のチャンネル番号の看い順に行います。最大登録数を超えると、以降

は無効とな ります。

⑳
登録したパスメモリーを個別に消去します。

圧パスメモリー消去モー ドにします。

と壷茄 才壷こ〉J㌫内に①キーを押します。
」C D ディスプレイに “P c lr”と約 1 秒間表示し、最後に登録したチャンネ

ルが表示されます。

匡消去するチャンネルN o．を指定 します。

1

〒指定した

㊧㊥ キーまたは数字キーでチャンネルを指定します。

琶ンネルを消去します。キーを 1秒以上押します。

消去完了

匡消去モー ドの終了

匝亘キーを押します。
消去モー ドが終了し、元の表示に戻ります。

（ 約 10 秒間の無操作でも終了します）
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6 ．プライオリティ・ チャンネルメモリーの登録、受信

他のチャンネルを受信中でも、プライオリティ・チャンネルの検索をおこない、信号が

あれば優先受信します。

プライオ リティ・チ ャンネルは0 0 0 C H ～0 0 9 C H までの 1 0 チャンネルがあ ります。

※0 0 0 C H には3 5 0 ．1 M H z（速度取締連結波）が初期登録されて、変更は不可です。

⑳
工登録モー ドにします。

（ ∈蛮）キーを押し、5秒以内にG ）キーを押します。
プライオリティ・チャンネル登録モー ドになりディスプレイの “P R ド とチ

ャンネルN o．が点滅 します。

瓦チャンネルN o．を指定します。

㊧㊥ キーまたは数字キーで登録チャンネルを指定します。

回チャンネルN 0．を確定します。

（ 盃 ）キーを押して確定します。
確定するとチャンネルN o，が点灯 します。 “M H z”が点滅 します。

且優先する周波数を入力します。
数字キーで周波数を入力 します。

耳周波数の受信モー ドを設定します。

①キーで受信モードを指定してください0

耳周波数を確定します。

（ 亘琵）キーを押して確定します。

三豊録モー ドの終了

（ ∈璽）キーを押します。
登録モー ドが終了し、元の表示に戻ります。

（ 約 10 秒間の無操作でも終了します）

メモ

●登録モード中10秒間の無操作、または⑮ キー入力で解除となります。
●全てのメモリーが未登録の時は、チャンネル番号は ‘‘0 0 0 ”を表示します。

●登録済みのメモ1」一がある時は、未登録のメモリーチャンネルの内最も看い番号を表示し

ます。

●全てのメモリ【 が登録済みの時は、チャンネル番号は “0 0 0 ’’を表示します。

－3 5 －

ロプライオ琶壬
1 選択モ

・ チャンネル選択モー ドにします。

－を 1秒以上押す。

－ドになり “P R －’’とチャンネルN oガ点滅します。

直受信するチャンネルを指定します。

㊤㊥ キ【 またはテンキーで受信するチャンネルを指定します。

［互受信するチャンネルを確定します。

（ 重圧）キーを押して確定します。
“P R壬”とチャンネルN 0．が点灯し確定されます。

匡プライオリティ・ チャンネルに信号があれば、

受信状態になります。

ディスプ レイのチャンネル表示部の頭

に●－p ”が表示されます。

F M‾N 戸口□CH BANK DELAY

∃5 ［ヨ．iロロMHz
I A

l ＿ ＿ ＿ ＝ ＝ ≡ p R l

瓦プライオリティ受信を解除するには㊤キーを1秒以上押したあと0 キーを押しま
す。

メモ

プライオ 1」テイ・チャンネルの信号検出時は受信中の音声が 3 秒間隔で途切れますが、故

障ではありません。
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登録したチャンネルを消去する場合は

Ⅱ消去モー ドにします。

直義荘二妄押し、5秒以内に④キーを押します。
ディスプレイの “P R l”とチャンネルN 0．が点滅します。

瓦消去するチャンネルN 0．を指定します。

㊧㊥ キーまたは数字キーで消去するチャンネルを指定します。

耳消去するチャンネルN 0．を確定します。

（ 国正）キーを押して確定します。
確定するとチャンネル N 0．が点灯 します。

“M H z”が点滅 します。

［司消去します。

1 ㊤キ‾を1秒以上押すと消去され周波数表示がコ・m となります0
互消去モー ドの終了

（ 匹亘キーを押します。
消去モー ドが終了し、元の表示に戻ります。

（ 約 10 秒間の無操作でも終了します）

一37 －

－1 1．ファンクションキーを使用した機能 －
ファンクションキーと各機能キーとの組み合わせにより、各種の便利な機能を使用する
ことができます。

儲
回キーを押して、LCDディスプレイに“FUNC”が点滅している問（5秒間）に各
機能キーを押します。

機能キー ファンクションモー ドでの機能

工（H O L D ／口巨LAY ）

三（A ］TO S T A R T）

言（A T T）

弓言 （A R 巨A M E M O ）

厄盃）一

言（D E T M E M O ）

言（D 巨T A LA R M ）

ヱ（P ．S A V E O F F）

‡（P R O G R A M ）

E（T O N 巨）

互（S B ）

囲（SCOP巨）
（ 堅田（MAN］AL）

因P．△．S≡・⊂・ぷR
（ 巫璽）・榊 M巨MOノ‥
⊂亘可

デイレイ時間の切 り替え 一P 2 0

1 ～ 9 秒 オー トスタート

アッテネ一夕ーのO N ／O F F

エリアメモ リーの登録 一P 3 1

盗聴、盗撮電波の登録 一P 3 3

盗聴、盗撮電波受信時、音声一一アラームの切替え →P 2 3

オー トパワーオフ機能のO N ／O F F

プロクラム受信の設定 一P 2 2

キー トー ンO N ／O F F

秘話通信（スクランブル）の解喜売

チャンネルスコープ表示（方向探矢口表示）O N ／O F F

一P 2 1 【

ハンクモー ドーーマニュアルモー ドの切り替え 一P 14

パスメモリーの消去 一P 3 4

プライオ リティ・チャンネルメモリーの登録 一P 3 5

バッテ リー レ／ベル表示

注） ■■FU C ”キーを押 したあと、 5 秒以内に機能キーを押さない場合は、ファンクショ

ンモー ドが 自動的に解除されます。
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●（巨巨萱）＋② く1 ～ 9 秒オートサーチ〉

設定した時間（ 1 ～ 9 秒）受信すると、自動的にオー トサーチを開始します。

数字キーか㊧㊥ キーで時間を選択したあと、（∈国ヨキーを押してください。
中止するときは（巨白豆キ【 を押すか5秒間の無操作をします。
このモー ドを解除するには、（匡盃）キーを押して①キーを押します。

●（巨頭）＋⑨ － 〈アツテネ一夕ーのON／OFF〉

受信アッテネ一夕ー （感度）のO N ／O F Fを します。

アツテネ一夕¶をO N にすると、受信感度が約 1 5 d Bガ戎衰します。

アツテネ一夕ーがO N のときは、L C D ディスプレイに “A T T ’’が表示されます。

強い電波を受信したときやさ昆信がひどいときにアッテネ一夕ーをO N にします。

解除するには（巨璽）キーを押して③キーを押します。

●（担亘＋⑦ － 〈オートJてワーオフ機能のO N／OFF〉

オー トパ ワーオフのO N ／O F F を します。

⑦キーを押す度に O F F－ 1 5 M IN （分）一3 0 M 事N （分）一6 0 M 事N （分）

と切り替ります。設定後（∈垣‡）キーを押して確定させます。

オー トパワーオフO N 時、設定時問キー操作がない場合、自動的に電源が切れます。
電源が切れる3 0秒前から、 5 秒に 1 回ブザー苗で知らせます。

●（麺萱）＋⑨ くキー トーンO N ／O F F 〉

全てのキー トーン（キー操作時のブザー音）を消します。

解除するには（匡盃）キーを押して⑨キーを押します。

・（巨頭）＋㊤－ 〈チャンネルスコープ表示〉
チャンネルスコープ機能とは 9 チャンネル分の受信信号強度を表示させる機能です。

現在受信中のチャンネル（周波数）が中央に表示され周辺のチャンネル（周波数）が

その左石に表示 されます。

（ 低） 周波数 （高）

†

現在のチャンネル

ー3 9 －

受信 レベル

（ 注意）●この機能を表示中は周辺の信号をチェックする為、チェックの瞬間受信音が
途切れます。

・ 盗臥 盗撮電波受信モード時（デイテクターモード）に（正直＋㊤の操作

謂震詣㌫託て㊤キ瑠甲します。
・ 厘表）＋（ヨー 〈バッテリーレベル表示〉

周波数表示部に “b．R「「 ’’と表示され、受信レベルメーターがバッテリーレベル表示
となります。 5 秒後元の表示 に戻 ります。

ここで、電池の電圧が確認できます。電圧のハーレベルが低くなっている場合は、早

めに電池交換をするか、A C アダプターを接続してください。

※電池容量が減ってくると、正常な動作ができなくなります。

－4 0 －



1 2 ．電源O N 時の機能
各操作キーを押しながら電源を入れることで、次のような機能が使用できます。

①直垂右手ーを押しながら電源O N － くLC D表示、バックライト5秒間全点灯〉
5 秒間L C D の表示が全灯し、ハックライ トおよびキーボー ドが点灯 して通常操作モー
ドに入 ります。

著G ）キーを押しながら電源O N － 〈メモリーオールクリアー〉
チャンネルメモ リー等登録 した内容を全て消去 し、初期状態 に戻 します。メモリーの

消去中は、LC D ディスプ レイに “巨ど トI’と表示されます。

メモ リーの消去が終了すると、自動的に電源がO FF にな ります。

※自動白勺に電源がO F Fになるまでは、何も操作を しないでくだ さい。

一41 －

－13 ．故障とお考えになる前に・－－・
こ使用中に異常を感じた矧ま、故障と思われる前に下記の点をお確かめく拝さい。

ー4 2 －

症　　 状 原　　　　　　　 因

電 源 が 入 らな い ●電池 が消 耗 して い る

（画面 表 示 しな い） 一 新 しい電 池 に 交摸 して くださ い

●電 源 プ ラ グが 奥 ま で入 って いな い

●夕帽 β電源 が き て い ない

受 信 しな い

（舌 が 出な い ）

：発 案竺 ㌫ 接 続 さ れて い る　　　　　 【

音 声 が途 切 れ る ●ス ケ ル チの 設 定 が高 す ぎ る

一 ス ケル チ レベ ル を低 く設定 して くだ さ い

●電 波 が弱 い

●ア ツテ ネ一 夕 ー が O N にな ってい る

一一ア ツテ ネー タ ー を○［F に して くだ さ い

●プラ イ オ リテ ィ受信 を して い る

一 プラ イ オ リテ ィ受信 を 角軍除 して くだ さ い

受 信 音声 が お か しい ●受 信 モ ー ドが あ つて いな い

一 受 信 モ ー ドを 切 り替 え て くだ さい

●秘 話 解説 モー ドに な って い る

一 秘 話 解説 を解 除 して くだ さ い

変 な 信号 音 を ●制 御 チ ャンネ ル 信 号 や デ ジタ ル通 信 を 受信 して い る

受 信 す る 一 合 声 で の受 信 は で き ませ ん

操 作 キー を押 して も

動 作 しな い

●電 池 が 消耗 して い る

サ ー チ しない
●スケ ル チ の設 定 が 低 す ぎ る

一 スケ ル テ レベ ル を 高 く設 定 して くだ さ い 。



●電源電圧＝…

●受信周波数・・・‥

●音声出力‥‥

●受信電波形式 …

●周波数ステップ

●メモリー数‥‥

●ア ンテナインピータンス

●受信感度・‥‥

●動作温度範囲・

●外形寸法‥‥・

●質量…‥

1 4 ．主な仕様
・ D C 4 ．5 V 単3 形乾電池3 本

D C 1 2 V 夕帽β電源

・ 1 0 0 K H z ～ 2 2 0 0 M H z

・ 約9 0 m ＼〃（4 5 V ，10 ％T H D 8〔〕）

・ F M －N ／FM －）V ／A M

・ 5 ／6 ．2 5 ／9 ／1 0 ／1 2 ．5 ／2 0 ／2 5 ／3 0 ／5 0 ／1 0 0 K H z

・ エ リア メ モ リー

チャンネルメモ リー

パスメモリー

プライオリテ ィー

盗聴・ 盗撮メモ リー

・ 5 0〔〕

0 ．5 ～ 2 M H z

2 ～ 1 5 0 0 M H z

1 エ リア×3 ハンク

2 0 0 チ ャンネル ×3 エリア

2 0 0 チャンネル

1 0 チ ャンネル

2 0 C H x 2 エ リプフ

F M －N FM－W AM

ト5 ／」∨ － 2 ，5 〃V

l ．0 〃 V 2 ．0 〃 V l．5ん′∨

1 5 0 0 ～ 2 0 0 0 M H z 2 5 ／」 ∨ －

（ F M －N ＝ 1 2 d B S iN A D ， F M －W ＝ 2 0 d B S／N，AM＝10dB S／N）

‥‥－ 1 0 0c ～ ＋ 6 0 0c

・・・・6 2 （W ） × 3 0 （D ） × 1 1 7 （ H ） m m

※アンテナおよび突起部は除く

・・ 1 8 0 g

※幸乞電池含まず

－4 3 －

保証 規 定

1 ．保証期間内（お買い上げ日より1年間）に、正常な使用状態において万一故障した

場合には無料で修理いたします。
2 ．保証期間中に修理を依頼される場合は、本機に保証書を添えて、お買い上げ販売店

にお持ち ください。

3 次のような場合には保証期間であっても有料修理となります。

（ イ）使用上の誤り、本機に改造をカロえたことによる故障、またはお買い上げ店以

外で修理されたことによる故障

（ □）お買い上げ後の輸送、移動、落下などによる故障や損傷

（ ハ）火災、地震、水害、公害、規定外の電源（電圧・周波数）の使用、その他天

災地変などによる故障および損傷

（ 二）保証書のご提示がない場合
（ ホ）保証書の指定書頂の末記入、あるいは字句が書き替えられている場合

4 ．本保証書は、日本国内においてのみ有効です。

修理メモ


